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　本研究は，「気になる」子どもと典型発達児の情動発達の様相を比較検討したものである。小学
校の学級担任に，「気になる」子ども，およびその子どもと年齢・性が一致する典型発達児を1組とし，
「児童の行動特性と情動表現に関するアンケート」への回答を求めた。分析には2142名（男児1696名，
女児446名）のデータを用いた。分析の結果，「気になる」子どもと典型発達児との比較では，＜抑
制＞＜理解＞＜共感＞領域の項目の得点に大きな差がみられ，「気になる」子どもは情動抑制や情
動理解，共感が難しいことが明らかになった。これに加えて，「気になる」子どもは＜誇り＞の低さ
や＜過敏さ＞の特徴をもっていることが示された。このことから，「気になる」子どもに対する情
動発達の支援においては，情動抑制や情動理解，共感だけでなく，誇りや過敏さなども把握するこ
とが重要であることが示唆された。
キーワード：児童，情動発達，「気になる」子ども，典型発達児
問題と目的
　近年，保育・教育場面においては，顕著な知的な遅れは認められないにもかかわらず，「他児との
トラブルが多い」「落ち着きがない」「集団活動に参加できない」などの特徴をもつ子ども，いわゆる
「気になる」子どもの理解と対応が課題の1つになっている。このような「気になる」子どもの中には，
後に「自閉症スペクトラム障害」「注意欠如・多動性障害」などと診断される子どもがいる一方で，
様々な困難を抱えながらも発達障害とは判定されない子どももいる。小学校の学級担任を対象とし
て学級内の「気になる」児童の行動特徴について尋ねた質問紙調査の結果，診断名のある児童より
も診断名のない児童のほうが，学級担任による「気になる」程度が高いことが示されており（相澤・
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本郷，2009），高校においても同様の結果が得られている（本郷ら，2009）。このことから，診断がな
されず適切な支援も受けないまま成長することによって気になる行動特徴が顕著になり，不適応状
態に陥ってしまうケースもあると考えられる。したがって，障害の診断の有無にかかわらず，この
ような子どもの特徴を早期に理解し，継続的に支援していくためには，適切な発達アセスメントと
それに基づく支援が必要であると考えられる。
　「気になる」子どもの特徴の1つとして，知的側面では大きな遅れはないものの，集団生活に適応
しにくいといった点があげられる。そのため，知能検査や発達検査を用いた認知的側面のアセスメ
ントだけでは子どもの姿を十分に理解することができない場合も多い。したがって，「気になる」
子どもの発達アセスメントにおいては認知的側面のアセスメントだけでなく，日常生活場面におけ
る広い意味での社会性の発達のアセスメントが必要となる。
　保育所や幼稚園，認定こども園など幼児が集団で生活する場において幼児の社会性の発達を把握
するための方法として，本郷（2018）の社会性発達チェックリストがある。このチェックリストは，〈集
団活動〉〈子ども同士の関係〉〈言語〉〈認識〉〈感情〉という5つの領域から構成され（各領域10項目），
1歳から5歳まで年齢ごとに項目が配置されている。これらの項目を用いて「気になる」幼児の社会
性発達に関する質問紙調査を行った結果，「気になる」子どもも典型発達児もいずれも年齢ととも
に社会性発達の得点は上昇するものの，「気になる」子どもよりも典型発達児のほうが一貫して社
会性発達の得点が高く，とりわけ〈集団活動〉〈子ども同士の関係〉〈感情〉領域においてその差が顕
著であることが示されている（本郷ら，2016）。このことから，「気になる」子どもの発達的特徴を
理解するためには，集団活動や子ども同士の関係，情動の領域における発達アセスメントが重要と
なると考えられる。
　とりわけ情動の領域においては，幼児期では「いやなことをされても気持ちをおさえて『やめて』
と言える」「かわいそうな話を聞くと悲しそうにする」などの項目において「気になる」子どもと典
型発達児の差が顕著であり，幼児期の「気になる」子どもの情動の抑制や情動の表現，共感における
発達の遅れが指摘されている（本郷ら，2016）。しかしながら，児童期における「気になる」子ども
の情動発達の特徴については十分に明らかにされていない。
　小学校高学年では他者感情への敏感性および他者のネガティブな感情への同情が向社会的行動を
促進し，他者のポジティブな感情への好感が身体的攻撃と関係性攻撃を抑制すること（村上ら，
2014），ポジティブ情動をよく表出する児童ほど学校適応感が高く，ネガティブ情動をよく表出する
児童ほど学校適応感が低いこと（利根川，2016）など，児童の情動的側面の特徴が対人行動や集団適
応と関連することを示す研究もなされている。したがって，児童期の「気になる」子どもにおいて
も情動的側面の特徴と気になる行動特徴とが関連する可能性があり，「気になる」子どもの情動的
側面の特徴を明らかにすることは支援の方向性を考えていく上で非常に重要であると考えられる。
そこで本研究では，児童期における「気になる」子どもの情動発達の特徴を明らかにすることを目
的とする。
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方法
1.　対象児
　宮城県，鳥取県，京都府の小学校1年生から6年生までの「気になる」子どもおよび典型発達児。
その際，「気になる」子どもは「学習面または行動面で指導の難しい児童。ただし，障害の診断名を
受けている児童および明らかに知的発達に遅れがある児童は除く」とした。典型発達児は，「特に気
にならない児童で，『気になる』児童と同性で誕生日の近い児童」とした。
　アンケート調査の結果，59校577学級2401名について回答が得られた。そのうち，質問項目の記
入漏れ，記入の誤り，「気になる」子どもと典型発達児の年齢・性が不一致であるデータを除き，全
てのデータが揃っている2142名（男児1696名，女児446名）を分析の対象とした（Table 1参照）。
2.　調査期間
　調査は2016年12月～ 2017年3月に行われた。
3.　手続きおよび項目内容
　各小学校に「児童の行動特性と情動表現に関するアンケート」を配布し，各学級の担任に「気にな
る」子どもと典型発達児それぞれについて「全くない」⑴から「よくある」⑸の5段階で評定を求めた。
その際，「気になる」子どもが学級に4名以上いる場合は気になる順に3名まで記入するよう求めた。
　調査で使用した「児童の行動特性と情動表現に関するアンケート」には情動発達に関する項目と
行動特性に関する項目が含まれていたが，本研究では情動発達に関する項目について報告する。情
動発達に関する項目は，相澤・本郷（2010，2011）を参考に情動発達に関する7領域20項目から構成
された（Table 3参照）。各領域の項目数は＜表情による表現＞「喜んでいることを表情で表現する」
など3項目，＜言葉による表現＞「喜んでいることを言葉で表現する」など3項目，＜抑制＞「うれし
い気持ちを抑える」など3項目，＜誇り・恥＞「自分ができることに誇りをもっている」など2項目，
＜理解＞「友だちのうれしい気持ちがわかる」など3項目，＜共感＞「友だちのうれしい気持ちを自
分のことように感じる」など3項目，＜過敏さ＞「ちょっとしたことで怖がる」など3項目であった。
結果
1.　情動発達得点
　情動の領域ごとに子どものタイプ（「気になる」子ども・典型発達児）×学年（下学年1 ～ 3年・上
Table 1　対象児の学年ごとの人数と性別
子どものタイプ
1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計
男児 女児 男児 女児 男児 女児 男児 女児 男児 女児 男児 女児 男児 女児 合計
「気になる」子ども 154 42 159 42 153 35 128 41 132 38 122 25 848 223 1,071
典型発達児 154 42 159 42 153 35 128 41 132 38 122 25 848 223 1,071
合計 308 84 318 84 306 70 256 82 264 76 244 50 1,696 446 2,142
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学年4 ～ 6年）の2元配置の分散分析を行った（Table 2）。その結果，子どものタイプの主効果は全
ての領域でみられ，＜表情による表現＞＜過敏さ＞は「気になる」子どもの得点の方が有意に高かっ
た。学年の主効果は＜表情による表現＞＜言葉による表現＞＜抑制＞＜誇り・恥＞でみられ，＜抑
制＞のみ上学年の得点の方が有意に高かった。また，交互作用は＜過敏さ＞においてのみみられ，「気
になる」子どもでは上学年の方が下学年より得点が有意に高かった。
2.　効果量
　情動の項目ごとに，「気になる」子どもと典型発達児の平均得点間について差があるか t 検定を
行った。その結果，＜表情による表現＞の「E1喜んでいることを表情で表現する」と＜誇り・恥＞
の「E11自分ができないことを恥じている」の2項目をのぞいた18項目において「気になる」子ども
と典型発達児との間に統計的に有意な差が見られた（Table 3）。そこでさらに各項目の効果量
（Cohen’s d = M1－M2/Spooled, Spooled = √［（S12+S22）/2］）が .50以上（中程度）の項目を見てみると，
＜抑制＞の「E8怒っている気持ちを抑える」「E9悲しい気持ちを抑える」，＜誇り・恥＞の「E10自
分ができることに誇りをもっている」，＜理解＞の「E12友だちのうれしい気持ちがわかる」「E13友
だちの怒っている気持ちがわかる」「E14友だちの悲しい気持ちがわかる」，＜共感＞の「E15友だち
のうれしい気持ちを自分のことのように感じる」「E16友だちの怒っている気持ちを自分のことの
ように感じる」「E17友だちの悲しい気持ちを自分のことのように感じる」，＜過敏さ＞の「E19
Table 2　子どものタイプおよび学年別の情動発達得点
下学年（n=585） 上学年（n=486） 子どものタイプ
主効果
F 値
学年
主効果
F 値
交互作用
F 値「気になる」
子ども 典型発達児
「気になる」
子ども 典型発達児
表情による
表現
平均 3.85 3.72 3.73 3.58 17.39 *** 13.43 *** 0.10 n.s
SD 0.82 0.73 0.87 0.75 気＞典 下＞上
言葉による
表現
平均 3.49 3.57 3.40 3.47 4.22 * 7.20 ** 0.00 n.s
SD 0.92 0.75 0.89 0.77 典＞気 下＞上
抑制
平均 2.24 2.66 2.47 2.90 165.75 *** 48.80 *** 0.59 n.s
SD 0.72 0.75 0.77 0.79 典＞気 上＞下
誇り・恥
平均 3.30 3.48 3.19 3.42 42.31 *** 8.05 ** 0.63 n.s
SD 0.78 0.68 0.79 0.66 典＞気 下＞上
理解
平均 3.29 4.06 3.30 4.06 565.50 *** 0.02 n.s 0.11 n.s
SD 0.82 0.67 0.79 0.66 典＞気
共感
平均 2.69 3.60 2.73 3.62 653.95 *** 0.87 n.s 0.12 n.s
SD 0.85 0.80 0.82 0.75 典＞気
過敏さ
平均 2.50 2.04 2.67 2.02 235.41 *** 3.81 n.s 6.92 **
SD 0.90 0.75 0.91 0.76 気＞典 気：上＞下
*p<.05，**p<.01，***p<.001
気：「気になる」子ども，典：典型発達児，下：下学年，上：上学年
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ちょっとしたことで嫌な顔をする」であった（Table 3）。効果量から捉えると，＜抑制＞＜理解＞＜
共感＞領域の項目得点において，「気になる」子どもと典型発達児に大きな差がみられることが明
らかとなった。
Table 3　「気になる」子どもと典型発達児における項目別の t 値と効果量
領域 項　目
「気になる」
子ども
典型
発達児 （a）-（b） t 値 Cohen's d
M（a） SD M（b） SD
表情による
表現
E1 喜んでいることを表情で表現する 4.06 0.87 4.12 0.75 -0.05 1.55 0.07
E2 怒っていることを表情で表現する 3.80 1.10 3.41 1.00 0.39 8.61 *** 0.37
E3 悲しんでいることを表情で表現する 3.52 1.10 3.43 0.92 0.09 2.10 * 0.09
言葉による
表現
E4 喜んでいることを言葉で表現する 3.73 1.01 3.96 0.80 -0.24 5.98 *** 0.25
E5 怒っていることを言葉で表現する 3.57 1.15 3.40 0.97 0.17 3.66 *** 0.16
E6 悲しんでいることを言葉で表現する 3.06 1.08 3.21 0.94 -0.16 3.55 *** 0.15
抑制
E7 うれしい気持ちを抑える 2.27 0.85 2.46 0.88 -0.19 4.98 *** 0.22
E8 怒っている気持ちを抑える 2.31 0.93 2.94 0.89 -0.63 15.98 *** 0.69
E9 悲しい気持ちを抑える 2.45 0.88 2.90 0.89 -0.45 11.84 *** 0.51
誇り・恥
E10 自分ができることに誇りをもっている 3.38 1.04 3.85 0.84 -0.47 11.56 *** 0.50
E11 自分ができないことを恥じている 3.12 1.04 3.06 0.92 0.07 1.54 0.06
理解
E12 友だちのうれしい気持ちがわかる 3.46 0.85 4.12 0.68 -0.66 19.83 *** 0.86
E13 友だちの怒っている気持ちがわかる 3.24 0.89 4.05 0.70 -0.81 23.48 *** 1.01
E14 友だちの悲しい気持ちがわかる 3.19 0.90 4.01 0.72 -0.82 23.43 *** 1.01
共感
E15 友だちのうれしい気持ちを自分のことのように感じる 2.85 0.94 3.74 0.82 -0.89 23.48 *** 1.01
E16 友だちの怒っている気持ちを自分のことのように感じる 2.65 0.89 3.53 0.82 -0.88 23.77 *** 1.03
E17 友だちの悲しい気持ちを自分のことのように感じる 2.63 0.89 3.55 0.82 -0.92 24.79 *** 1.07
過敏さ
E18 ちょっとしたことで怖がる 2.33 1.11 2.04 0.91 0.30 6.75 *** 0.29
E19 ちょっとしたことで嫌な顔をする 2.95 1.21 2.07 0.88 0.87 19.05 *** 0.83
E20 ちょっとしたことで驚く 2.45 1.07 1.98 0.83 0.47 11.38 *** 0.49
*p<.05，***p<.001
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3.　判別分析
　「気になる」子どもと典型発達児の違いに影響を与える情動項目について，情動発達に関する質問
項目の20項目を独立変数として判別分析を行った。その結果，正準判別関数の固有値は .571，正準
相関係数は .603であった。また，Wilks のラムダの値は .637（χ2＝961.85，p<.001）であった。
Table 4には，項目別の標準化された正準判別関数係数を示した。Table 4からわかるように，「E13
友だちの怒っている気持ちがわかる」といった＜理解＞の項目の正準判別関数係数が最も高かった。
ここから，「気になる」子どもと典型発達児の違いには，他者の怒りといった否定的情動の理解に関
する項目の寄与が最も大きいことがわかる。また，「E6悲しんでいることを言葉で表現する」といっ
た＜言葉による表現＞の項目，「E10自分ができることに誇りをもっている」といった＜誇り・恥＞
の項目，「E15友だちのうれしい気持ちを自分のことのように感じる」といった＜共感＞の項目，「E19
ちょっとしたことで嫌な顔をする」といった＜過敏さ＞の項目の値が比較的高くなっていた。
考察
　本研究は，児童期における「気になる」子どもの情動発達の特徴を明らかにすることを目的とし
Table 4　項目別の標準化された正準判別関数係数
領域 項　目 係数
表情による
表現
E1 喜んでいることを表情で表現する -0.09
E2 怒っていることを表情で表現する -0.15
E3 悲しんでいることを表情で表現する -0.12
言葉による
表現
E4 喜んでいることを言葉で表現する -0.05
E5 怒っていることを言葉で表現する -0.09
E6 悲しんでいることを言葉で表現する 0.21
抑制
E7 うれしい気持ちを抑える -0.02
E8 怒っている気持ちを抑える 0.15
E9 悲しい気持ちを抑える 0.10
誇り・恥
E10 自分ができることに誇りをもっている 0.26
E11 自分ができないことを恥じている -0.10
理解
E12 友だちのうれしい気持ちがわかる -0.14
E13 友だちの怒っている気持ちがわかる 0.32
E14 友だちの悲しい気持ちがわかる 0.08
共感
E15 友だちのうれしい気持ちを自分のことのように感じる 0.23
E16 友だちの怒っている気持ちを自分のことのように感じる 0.18
E17 友だちの悲しい気持ちを自分のことのように感じる 0.14
過敏さ
E18 ちょっとしたことで怖がる 0.01
E19 ちょっとしたことで嫌な顔をする -0.28
E20 ちょっとしたことで驚く -0.10
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た。小学校の担任に依頼した「児童の行動特性と情動表現に関するアンケート」における情動発達
得点の分析結果について考察する。
　まず，Table 2からわかるように，下学年と上学年の間でとりわけ差が大きかったのは＜抑制＞
であり，学年が上がるとともに情動を抑制するようになることが明らかになった。このように情動
抑制は児童期において発達するものの，上学年においても＜抑制＞の得点は必ずしも高くないと言
える。
　次に，「気になる」子どもと典型発達児との情動発達を比較すると，Table 3に示したように＜抑
制＞＜理解＞＜共感＞における差がとりわけ顕著であり，児童期の「気になる」子どもは情動抑制
や情動理解，共感が難しいことが示唆された。一方，Table 4の「気になる」子どもと典型発達児の
違いに影響を及ぼす項目を見ると，＜理解＞＜共感＞の項目は含まれているが，＜抑制＞の項目は
含まれていないことがわかる。このことから，情動抑制の難しさの背景に情動理解や共感の難しさ
があると推測される。これらに加えて，Table 3および Table 4からわかるように，児童期の「気に
なる」子どもは＜誇り＞の低さや「ちょっとしたことで嫌な顔をする」という＜過敏さ＞などの特徴
ももっていることが明らかになった。
　これらのことから，児童期における「気になる」子どもの情動発達に対する支援においては，他者
の情動についての理解と共感を基礎として，情動の抑制と自己肯定感を促進することが重要である
と考えられる。
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児童期の情動発達とその特異性に関する研究
 The purpose of the present study was to clarify the difference of emotional development 
between children with special educational needs and typically developing children. Subjects were 
2142 elementary school children (1071 children with special educational needs and 1071 typically 
developing children). The main results were as follows: (1) Typically developing children were 
higher in the score of “Control of Emotion”, “Understanding of Emotion”, “Empathy” and “Pride” 
than children with special educational needs. (2) Children with special educational needs were 
higher in the score of “Hypersensitive to Stimuli”. It was suggested that children with special 
educational needs had a delay and specificity of emotional development in not only the regulation 
of emotion but also the understanding of emotion.
Key Words： elementary school children, emotional development, children with special educational 
needs, typically developing children 
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